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学位論文内容の要旨
近年,大容量のデータを高速に送受信可能なブロー ドバンドネットワーク環境の普及により, VOD(Video
OnDemand),テレビ会議,遠隔講義など,高解像映像を用いたネットワークサービスに対する需要が高まっ
てきている,その中で,映像サービスの 1つである遠隔講義は,情報通信技術(ICT;Informationand
CommunicationTeclmology)を利用した教育-の関心の高まり,学生-の教育サービスの充実,他大学および
地域と連携した教育機会の拡大などにより,注目されている.そこで本研究では,大学における遠隔講義-
の応用などを目的として,高精度･高速の汎用的アルゴリズムであるヒューリスティック手法の適用による,
AlJM配信経路木生成アルゴリズム,WDM リングネットワークのノー ド構成アルゴリズム,パノラマ画像生
成アルゴリズムの提案を行 う.
ALM配信経路木生成アルゴリズムでは,パノラマ映像を,複数のホス トにALMで配信するための配信経
路木を生成する.本アルゴリズムは,映像配信に重要な遅延時間短縮のために,代表的な経路木アルゴリズ
ムであるCT(CompactTree)法に解改善段階を追加している.また,通信性能改善の更なる改善のため,複数
ISP(IntemetServiceProvider)接続 (マルチホーム環境)のホス トを同時に選択するアルゴリズムに拡張してい
る.複数ISPで構成されるネットワークシミュレー ションモデルMINETを用いた評価実験において,サーバ･
クライアント間の最大遅延時間が従来手法よりも小さいこと,マルチホーム環境ホスト数の増加につれて遅
延時間が小さくなること,マルチホーム環境ホスト数制約時の通信性能を最大とすることを確認した.
WDM リングネットワークのノー ド構成アルゴリズムでは,食欲法による送受信器追加割当と,可変深度
近傍探索法 (vDS法)による受信波長割当の2段階で,ネットワークのノー ド構成を決定する.また,ノー
ド構成問題を定義し,本問題の決定問題の NP完全性をビンパッキング問題からの帰着により証明する,2
種類の MAN 向けの トラヒックパターンを用いた評価実験において,本アルゴリズムにおける,ランダム割
当との比較による各ノー ド-の送信器/受信器追加割当の有効性,受信波長の周期的割当の場合との比較に
よる受信器波長割当の有効性を確認した.
パノラマ画像生成アルゴリズムでは,本研究で構築したパーソナルコンピュータ(pC)と3台のWebカメラ
により講義室前方の画像の取得可能なシステムにおいて,概略校正と詳細校正の 2段階で,3台のカメラ画
像から1枚の画像を生成する.概略校正では,カメラ間の重複領域に存在する特徴点の座標が一致するよう
に,カメラの向きや位置の違いによる座標変換を行う.詳細校正では,重複領域の全画素値が一致するよう
に,座標変換の補正と色の校正を行 う.各校正に必要なパラメータの算出には,タブー期間付き局所探索法
を用いた最適化アルゴリズムを採用する.室内の静止画を対象とした評価実験において,提案アルゴリズム
により,画像間でつなぎ目のない 1枚のパノラマ画像が得られること,概略校正の特徴点位置の依存性が小
さいこと,時間経過に伴う照明環境の変化に対して有効であることを確認した.
論文審査結果の要旨
近年,ブロードバンドネットワーク環境の普及などにより, VOD(ⅥdeoOnDemand),テレビ会議など,
高解像映像を用いたネットワークサービスに対する需要が高まってきている.本研究では,映像サービスの
1つである遠隔講義-の応用などを目的として,高精度 ･高速の汎用的アルゴリズムであるヒューリスティ
ック手法の適用による,ALM配信経路木生成アルゴリズム,WDM リングネットワークのノード構成アルゴ
リズム,パノラマ画像生成アルゴリズムを提案している.
ALM配信経路木生成アルゴリズムでは,代表的な経路木アルゴリズムであるCT(CompactTree)法に解改善
段階を追加することで,映像配信に重要な遅延時間の短縮を行っている.また,複数 I`S‡'接続 (マルチホー
ム環境)のホストを同時に選択するアルゴリズムに拡張することで,通信性能の更なる改善を行っている.
複数ISPで構成されるネットワークシュミレー ションモデルMINETを用いた評価実験により,サーバ･クラ
イアント間の最大遅延時間が従来手法よりも小さいこと,マルチホーム環境ホスト数の増加につれて遅延時
間を短縮できることを確認している.
wDM リングネットワークのノード構成アルゴリズムでは,食欲法により各ノードに送受信器を追加し,
可変深度近傍探索法 (VDS法)により各受信器に受信波長を割り当てることで,ノード間トラヒックが不均
一となるネットワークでの通信性能の向上を可能としている.2種類のMAN向けのトラヒックパターンを用
いた評価実験により,提案アルゴリズムにおける各ノード-の送信器/受信器追加割当の有効性,受信器波
長割当の有効性を確認している.
パノラマ画像生成アルゴリズムでは,隣接カメラ画像間の重複領域の特徴点座標が一致するように座標変
換を行う概略校正と,重複領域全体の全画素が一致するように座標補正と色補正を行う詳細校正の2段階で
パラメータを求めることで,ユーザが複雑な計算式を計算することなく,複数カメラからの高精度なパノラ
マ画像生成を可能としている.室内の静止画を対象とした評価実験において,隣接画像間でつなぎ目のない
1枚のパノラマ画像が得られること,概略校正の特徴点位置の依存性が小さいこと,時間経過に伴う照明環
境の変化に対して有効であることを確認している.
以上より,本論文ではパノラマ映像生成･配信プラットフォームの確立に向けて,特筆すべき成果を挙げて
おり,博士 (工学)の学位に値すると判定する.
